
 

 

平成２８年度 物理基礎 シラバス 

 

沖縄県立球陽高等学校 

 

教科（理科） 科目名（物理基礎） 履修学年（国際英語科２年） 単位数（２）  使用教科書（東京書籍「物理基礎」） 

 

 

 

学

期 
学習内容 
（時間） 月 学習のねらい 

 

備 考 

考

査

範

囲 

評価の観点の 
ポイント 

進 
   

度 

学習活動の特記事項，他教科・総合的

な学習の時間・特別活動等との関連等 
 
 

関

心

・

意

欲

・

態

度 

思

考

・

判

断

・

表

現 

観

察

・

実

験

の

技

能 

知

識

・

理

解 

第

1
学

期 

１編 物体の運動とエ

ネルギー 
   

第

１

学

期

中

間

考

査 

     

 １章 速度・加速度  4 ・物体の運動を測定し，その運動を変位－時間のグ

ラフや速度－時間のグラフで表すことなどを通し

て，変位や速度などの物体の運動の基本的な表し方

について理解する。 

実験１ 
 等速直線運動 

 ○ ○ ○ 

  ・同一直線上を等速直線運動している物体の合成速

度や相対速度について理解する。 
  ○  ○ 

 5 ・物体が直線上を運動する場合の加速度について理

解し，グラフや式を使って物体の運動を分析できる

ようになる。 

実験２ 
 等加速度直線運動 

○ ○ ○ ○ 

 ２章 さまざまな力

とそのはたらき  
 ・物体にはたらく様々な力を見抜いてベクトルで表

す方法を身につけるとともに，それらの力がつり合

う条件を見いだせるようになる。 

 第

１

学

期

末

考

査 

 ○  ○  

 6 ・力の合成や分解をベクトルで扱えるようになる。 
・直線運動を中心に慣性の法則，運動の第二法則，

作用反作用の法則について理解する。さらに，これ

らの法則を用いて物体にはたらく力と運動との関

係を分析できるようになる。 

実験３ 
 ２台のばね付き台車の衝突実験 

 ○  ○ 

 ○ ○ ○ 

 7 ・物体が空中を落下する際の運動の特徴，及び物体

にはたらく力と運動の関係について理解し，鉛直の

落下運動，水平投射，斜方投射について式を使って

扱えるようになる。 

実験４ 
 自由落下 
実験５ 
 自分の反射時間 
実験６ 
 コイン飛ばし・空中衝突 

○ ○ ○ ○ 

   ・摩擦力，及び液体や気体から受ける力（圧力，浮

力，抵抗力）について理解し，それらがはたらくと

きの物体の運動を分析できるようになる。 

実験７ 
 最大摩擦力の測定 

第

２

学

期

中

間

考

査 

○ ○ ○ ○  

 
 
 
 

第

２

学

期 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

第

２

学

 ３章 力学的エネル

ギー  
9 ・エネルギーを測るものさしとしての仕事の定義，

及び仕事の原理と仕事率について理解する。 
実験８ 
 自分の仕事率を測ろう 

 ○  ○ 

  ・仕事をする能力としての位置エネルギーと運動エ

ネルギーの表し方について理解する。 
実験９ 
 運動エネルギーを比べる 

 ○ ○ ○ 

 10 ・力学的エネルギー保存の法則とその適用条件につ

いて，仕事と関連付けて理解を深め，この法則を用

いていろいろな運動を分析できるようになる。 

実験１０ 
 振り子の運動を調べる 

○ ○ ○ ○ 

 探究活動   ・物体の運動とエネルギーに関する探究活動を通し

て，学習内容の理解を深めるとともに，物理学的に

探究する能力を高める。 

探究１～８の中から選択 ○ ○ ○ ○ 

２編 さまざまな物理

現象とエネルギー 
   

第

２

学

期

末

考

査 

     

 １章 熱   ・ブラウン運動などの観察を通して，原子や分子の

熱運動と温度との関係を定性的に理解する。 
 ○  ○ ○ 

  ・原子や分子の熱運動というミクロな立場から，物

質の三態変化，絶対温度，及び潜熱（融解熱，蒸発

熱）について理解する。 

  ○  ○ 

  ・熱量，熱容量，比熱，及び熱量の保存について理

解し，熱を定量的に扱えるようになる。 
実験１１ 
 金属の比熱の測定 

 ○  ○ 

 11 ・仕事と熱の変換，内部エネルギー，及び熱力学第

１法則について学び，熱現象とエネルギーの関係に

ついて理解する。 

実験１２ 
 雲をつくろう 

○   ○  

  ・熱機関とその熱効率，及び熱現象の不可逆性につ

いて学び，エネルギーの有効利用についての理解を

深める。 

 ○ ○  ○ 



 

 

期  ２章 波   ・波の基本的な性質を理解し，波の波長，振動数，

波の伝わる速さなどを量的に扱えるようになる。 
実験１３ 
 ウェーブマシン 
 

 ○  ○ 

  ・横波と縦波の違いを理解する。また，波の伝わり

方について，波の速さ，波長，周期や振動数の量的

関係を扱えるようになる。 

実験１４ 
 横波と縦波の観察 

  ○ ○ 

 12 ・波の独立性，重ね合わせの原理，反射について観

察や作図を通して学び，定常波ができるしくみにつ

いて理解する。 

  ○ ○ ○ 

  ・音波の性質として，うなり，固有振動，共振，共

鳴などを学び，身近な楽器の原理について理解す

る。 

観察実験１５ 
 音の波形の観察 
 

○ ○ ○ ○ 

第

３

学

期 

 ３章 電気と磁気  1 ・材質，長さ，断面積の異なる金属線の抵抗を調べ

る実験を通して，物質の種類による抵抗の違いを抵

抗率で表せることを理解する。また，物質の電気的

性質によって導体，半導体，絶縁体に区分できるこ

とを理解する。さらに，複数の抵抗をつないだとき

の合成抵抗を求めることができるようになる。 

実験１６ 
 ニクロム線の電気抵抗 

学

年

末

考

査 

  ○ ○  

  ・電流のエネルギーについて，電力と電力量を計算

で求められるようになる。 
  ○  ○ 

  ・右ねじの法則を学び，電流による磁界について理

解する。 
  ○  ○ 

 2 ・電流が磁界から受ける力について学び，モーター

の原理を理解する。さらに，モーターと発電機につ

いてエネルギー変換の立場から理解する。 

実験１７ 
 モーターをつくろう 

○  ○ ○ 

  ・交流と直流の違いを理解し，送電における交流の

利点を知る。 
 ○   ○ 

  ・交流に関連して電磁波について学び，光を含めた

いろいろな電磁波が現代の社会生活に利用されて

いることを知る。 

観察実験１８ 
 赤外線の観察 

○ ○ ○ ○ 

 ４章 エネルギーと

その利用 
 

 ・人類が利用可能な様々なエネルギーの特性や利用

について，物理的な視点から理解する。 
 
 持続可能性 
 
 核燃料のリサイクル 
 
 核融合エネルギー 

○ ○  ○ 

  ・原子力発電や医療などにおける放射線及び原子力

の利用とそれに伴うリスクについて，具体的な事例

に触れながら理解を深める。 

 
 臨界事故 

○ ○  ○ 

  ・放射線の種類と特性，及び人体や環境への影響に

ついて理解し，さらには放射線や放射能の被曝から

身を守るための対処法について，ベクレルやシーベ

ルトなどの単位を扱いながら理解する。 

観察１９ 
 放射線の観測 

○ ○ ○ ○ 

  ・近い将来に直面するであろうエネルギー問題につ

いて関心を持ち，その解決のために必要とされる基

本的な科学知識や態度を，討論や探究活動などを通

して身につける。 

 ○ ○ ○ ○ 

 探究活動   ・様々な物理現象とエネルギーに関する探究活動を

通して，学習内容の理解を深めるとともに，物理学

的に探究する能力を高める。 

探究９～17 の中から選択 ○ ○ ○ ○ 

 

 

到達目標を達成できたか。 

 

Ａ（80％以上）、Ｂ（65％以上） 

Ｃ（40％以上）、Ｄ（40％以下） 

次学期（次年度）に向けての課題 

 自己評価  

1 学期  

2 学期  

3 学期  

 

 


